
令和５年１０月３日  
 

報道機関各位 

長岡市立中央図書館長  

 

        歴史文書館オープンから３か月～地域に根差した活動をめざして～ 

  426 年前の地名「長倉」の初見資料を展示 
 

市の歴史に関する文書の保存や調査・研究の相談などを行う「歴史
れ き し

文書館
ぶんしょかん

」では、施

設が立地する長倉西町に関する資料を展示しています。 

 つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、周知にご協力いただきます

とともに、ぜひ取材くださるようお願いします。 

       

常設展「長倉村の古文書」 
 

１ 会 期  １０月３日（火）～１０月２５日（水） 
 
２ 会 場  長岡市歴史文書館（長岡市長倉西町458番地 7（旧サンライフ長岡）） 
 
３ 内 容 

 検地帳や年貢割付帳、村絵図といった長倉村に関する古文書４点の展示 
 
○慶長２年(1597)の検地帳（長岡市指定文化財、安禅寺所蔵・歴史文書館寄託）は、

「長倉」という地名が文献資料に初めて登場する貴重な資料です。豊臣秀吉の命に

より、上杉景勝が会津へ国替えになる前年に作成されたものです。 
 
○江戸時代に作成された検地帳や年貢割付帳は、長倉村の人びとの名前や地名など

を知ることができる基本的な古文書の一つです。 

 

４ その他 

 ・７月１日の開館から９月３０日までの入館者数は  

９３２人で、前身施設である文書
もんじょ

資料室の前年同期間  

比で約６倍です。 

・歴史文書館に事務局を置く長岡郷土史研究会では、  

常設展の開催にあわせて、１０月１４日（土）に地 

域探訪（行事）を実施します。約３０人の会員が、 

江戸時代の長倉村を描いた絵図（右図）を手がかり  

に、周辺地区を歩きます。 

※歴史文書館の利用案内および長岡郷土史研究会の地訪探訪の案内文（会員向け） 

は、別紙のとおりです。 

 
 

問い合わせ：歴史文書館 田中 

TEL ０２５８－３６－７８３２ 

長岡市 

▲長倉村絵図







                                   令和 5 年 9 月 1 日 

長岡郷土史研究会員のみなさま  

                       長岡郷土史研究会会長 長谷川健一 

 

地域探訪のご案内 

〝歴史文書館のある「あおしの里・長倉」を訪ねる〟 

 

今年 7 月 1 日、文書資料室は旧サンライフ長岡に移転し、長岡市歴史文書館としてリニュ

ーアル開館しました。 

今年度の地域探訪は、その歴史文書館を会場に、田中洋史館長から絵図や古文書をもとに

長倉村の歴史を解説してもらい、その後、村絵図にそって、〝あおしの里・長倉〟を散策し

ます。 

 会員以外のご家族やご友人の参加も歓迎です。申し込みをお待ちしています。 

 

記 

 

1 期日   令和 5 年 10 月 14 日（土）9:30～12:00 

 

2 会場   長岡市歴史文書館（当日は開館日、駐車場あり） 

          長岡市長倉西町 458-7  電話 0258-36-7832 

             

3 日程（予定）  一部 9:30～10:30 

解説 「ながくら学」その 1 「村絵図・古文書に見る長倉の歴史」 

・解説 田中洋史さん（長岡市歴史文書館館長、当会会員） 

・併せて歴史文書館の施設・所蔵資料の紹介もしてもらいます。 

 

二部 10:45～11:45 

散策 〝あおしの里・長倉〟を散策する 

・田中館長、担当幹事ほかの案内で現地を歩きます。 

殿様道路、旧栃尾鉄道路線、諏訪神社、了元寺など 

・飲み物持参、歩きやすい服装で参加ください。 

 

解散 12:00（歴史文書館前） 

 

4 参加費  ５00 円（資料代等，傷害保険料等を含みます。） 

 

5 その他   ・募集人数は 20 名（先着）とします。 

・申し込み方法、申し込み先 

       申し込みは電話または FAX で、10 月 6 日（金）までに下記へ 

お願いします。 

氏名、電話番号、生年月日（保険加入のため）をお知らせください。 

長岡郷土史研究会事務局 

（長岡市歴史文書館内、日曜・月曜・祝日は休館日） 

          〒940-0849 長岡市長倉西町 458-7 

           電話 0258-36-7832  FAX0258-37-3754 

                ・申し込み後、変更等がありましたら、事務局まで連絡ください。 


